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伊
豆
下
田
は
、
幕
末
の
黒
船
に
よ
る
開
国
や
、
唐
人
お
吉
、
あ
る
い
は
海
水
浴

場
と
し
て
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
欧
米
系
の
人
た
ち
は
、
下
田
は
ビ
ー
チ･

リ
ゾ
ー

ト
だ
と
言
う
。
た
し
か
に
透
き
通
っ
た
海
の
美
し
さ
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
、そ
の
せ
い
か

伊
豆
急
線
利
用
客
の
欧
米
系
外
国
人
の
90
％
近
い
人
た
ち
が
、
伊
豆
急
下
田
駅

で
下
車
す
る
統
計
結
果
も
出
て
い
る
。
実
は
筆
者
も
、
下
田
の
噂
を
聞
い
た
の
は
、

北
イ
ン
ド
の
ダ
ラ
ム
サ
ラ
と
い
う
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
、フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
だ
っ
た
。
そ
ん

な
下
田
の
蓮
台
寺
温
泉
の
入
口
に
位
置
す
る
の
が
、
老
舗
の
高
級
温
泉
旅
館『
清

流
荘
』で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
和
風
で
シ
ッ
ク
な
佇
ま
い
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
世
界

が
広
が
っ
て
い
た
。

「
ビ
ー
チ
・
リ
ゾ
ー
ト
下
田
に
あ
る
高
級
温
泉
旅
館
」
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清
流
荘
の
玄
関
先
に
は
、
高
級
旅
館
ら
し
く
、
巨
大
な
石
灯
篭
が
置
か
れ
、
日

本
庭
園
「
竹
庭
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
建
屋
に
入
る
と
、
階
段
の
先
が
ロ
ビ
ー
「
汀

（
み
ぎ
わ
）」
だ
。
暗
め
の
明
か
り
が
落
ち
着
き
を
醸
し
出
す
。
大
き
な
窓
か
ら
は
、

緑
の
山
と
、
手
前
に
稲
生
沢
川
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聴
こ
え
、い
き
な
り
森
の
中
に

迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。
ま
る
で
別
世
界
だ
。
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
住
宅

街
を
車
で
走
っ
て
い
た
の
に
…
…
。
下
田
に
は
、
ビ
ー
チ･

リ
ゾ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

森
の
リ
ゾ
ー
ト
も
あ
っ
た
の
だ
。
汀
は
、そ
ん
な
リ
ゾ
ー
ト
清
流
荘
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。

そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
、
広
々
と
し
た
空
間
性
と
、
た
っ
ぷ
り
の
酸
素
、
緑
豊
か
な
自
然

と
静
寂
で
あ
る
。

「
リ
ゾ
ー
ト
と
は
何
か
を
、ロ
ビ
ー
で
感
じ
る
」
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こ
の
宿
の
チ
ェッ
ク
イ
ン
は
午
後
2
時
、
チ
ェッ
ク
ア
ウ
ト
は
午
前
11
時
。
こ
れ
な
ら

併
設
の
ス
パ
施
設
で
た
っ
ぷ
り
過
ご
せ
る
。
館
内
地
図
を
見
る
と
、屋
外
温
泉
プ
ー
ル

「
ガ
ー
デ
ン
ス
パ
」
を
中
心
に
、
四
種
の
サ
ウ
ナ
が
あ
る
古
代
ロ
ー
マ
式
浴
場
「
テ
ルマ

リ
ウ
ム
」
、「
ケ
ロ
」
は
山
小
屋
風
薪
サ
ウ
ナ
、
和
風
の
露
天
風
呂
「
朱
鷺
（
と
き
）

の
湯
」が
あ
り
、周
囲
に
各
部
屋
が
、ま
る
で
コ
テ
ー
ジ
の
よ
う
に
連
な
っ
て
い
る
。
さ
っ

そ
く
、
水
着
に
着
替
え
て
ケ
ロ
へ
行
く
。
な
ん
で
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
材
料
と
職
人

を
呼
び
寄
せ
造
り
、
伊
豆
の
木
材
を
薪
に
し
て
い
る
。
サ
ウ
ナ
内
に
は
、
薪
の
に
お
い

が
充
満
し
、
汗
が
ほ
と
ば
し
り
出
た
。
息
苦
し
く
な
ら
な
い
の
が
特
徴
で
、
十
数
年

前
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
入
っ
た
サ
ウ
ナ
と
同
じ
本
格
ぶ
り
に
は
、び
っ
く
り
で
あ
る
。

「
滞
在
時
間
は
、な
ん
と
21
時
間
！
」
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ガ
ー
デ
ン
ス
パ
の
水
温
は
30
℃
前
後
だ
そ
う
で
、
22
時
ま
で
の
営
業
、
し
か
も
真

冬
で
も
泳
げ
る
。一
時
間
し
っ
か
り
泳
い
だ
。

　

背
泳
ぎ
で
あ
た
り
を
見
回
す
と
、
背
の
高
い
ヤ
シ
の
木
が
生
え
、
山
が
見
え
る
。

下
田
の
ビ
ー
チ
は
、バ
リ
島
で
言
え
ば
ク
タ
か
レ
ギ
ャ
ン
だ
が
、こ
ち
ら
は
山
の
聖
地
ウ

ブ
ド
ゥ
の
雰
囲
気
で
あ
る
。

　

泳
い
だ
後
は
、
テ
ルマ
リ
ウ
ム
へ
。
ア
ロ
マ
の
に
お
い
が
心
地
い
い
内
部
に
は
、
足
湯

や
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
な
ど
。
モ
ザ
イ
ク
模
様
の
タ
イ
ル
貼
り
が
美
し
い
。
ま
る
で
時
空
を

超
え
て
、
イ
タ
リ
ア
の
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
に
飛
び
込
ん
だ
よ
う
。
し
か
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア

製
と
本
格
派
だ
。
そ
し
て
和
風
の
露
天
風
呂
で
汗
を
流
し
て
、マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

と
、も
う
夕
飯
で
あ
る
。
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夕
食
は
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム「
醍
醐
」
あ
る
い
は
部
屋
食
で
あ
る
。
こ
の
日
は
部

屋
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
。
二
人
で
泊
ま
る
に
は
広
い
部
屋
「
柿
田
」
だ
っ
た
が
、

三
世
代
の
家
族
が
集
ま
れ
ば
、
ま
る
で
我
が
家
に
居
な
が
ら
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過

ご
せ
る
に
ち
が
い
な
い
。
小
さ
な
子
供
が
い
る
と
、
こ
う
し
た
和
風
旅
館
は
意
外
に

使
い
勝
手
が
い
い
も
の
だ
。
あ
る
い
は
気
の
合
う
仲
間
数
人
と
一
緒
の
部
屋
に
泊

ま
っ
て
も
い
い
。
最
近
そ
ん
な
宿
泊
形
態
も
流
行
っ
て
い
る
と
言
う
。
食
事
は
も
う
、

文
句
な
し
。
伊
豆
名
産
の
素
材
を
使
っ
た
料
理
の
数
々
は
、
あ
っ
さ
り
味
で
、
新
鮮

そ
の
も
の
。
和
食
好
き
に
は
、や
は
り
高
級
旅
館
と
い
う
選
択
肢
は
外
せ
な
い
。

「
高
級
旅
館
な
ら
で
は
の
料
理
と
部
屋
食
で

  
さ
ら
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
！
」
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翌
朝
は
、
ま
ず
部
屋
の
露
天
風
呂
を
浴
び
て
か
ら
朝
食
、
「
せ
せ
ら
ぎ
野
路
」

を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
、テ
ル
マ
リ
ウ
ム
へ
。
ガ
ー
デ
ン
ス
パ
で
軽
く
泳
い
で
、露
天
風
呂

で
仕
上
げ
の
後
、マ
ッ
サ
ー
ジ
椅
子
で
体
を
ほ
ぐ
せ
ば
、
も
う
十
一
時
近
か
っ
た
。
宿

の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
同
音
同
響
」
。
今
回
は
妻
と
二
人
で
、サ
ウ
ナ
で
、プ
ー
ル
で
、
同

じ
空
気
を
吸
い
、
同
じ
に
お
い
を
嗅
ぎ
、せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聴
く
。
帰
っ
て
か
ら
も
話

題
は
尽
き
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
旅
館
、リ
ゾ
ー
ト
型
高
級
温
泉
旅
館
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
く
、
外
国
人
客
が
ジ
ワ
リ
増
え
て
い
る
と
言
う
。
き
っ
と
こ
こ
に
は
、
本

物
の
リ
ゾ
ー
ト
が
あ
る
か
ら
だ
。
世
界
に
通
じ
る
ス
パ
施
設
を
、ぜ
ひ
ご
堪
能
あ
れ
。

「
世
界
に
通
じ
る
本
物
志
向
の
ス
パ

  
～
リ
ゾ
ー
ト
型
高
級
温
泉
旅
館
」




